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医療の国際展開（アウトバウンド、インバウンド）の促進 
 

 

 

相手国の 
発展に寄与する 
持続的な事業展開 

●事業としての医療サービスの輸出 

●外国からの渡航受診の機会の拡大 

ユニバーサルヘルスカバレッジ(UHC) 
促進への寄与 

国際保健を日本外交の重要課題と位置づけ、日本の知見
などを総動員し、すべての人が基礎的保険医療サービスを
受けられることを目指す 

ODA活用、ミレニアム開発目標（MDGs）の達成 

 相手国の健康・医療の改善、経済成長市場の創出 
 日本のプレゼンス・信頼の向上、日本経済の成長 
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「健康・医療戦略の今後の取組み方針2015」 に関連する取組み 

 ◆ 2015年度ＭＥＪ事業計画の概要 

• アウトバウンド事業の強化 
日本の強みを活かした医療技術・サービスの海外拠点化の推進 
中央アジア、アセアン等アジアを中心とした地域戦略の促進 

• インバウンド事業の強化 
「日本国際病院（仮称）」のリスト化による渡航受診の積極的な受入促進 
「医療渡航支援企業」の認証による渡航受診者の橋渡しの加速 

• 医療国際展開協力フォーラムの発足 
医療の国際展開に関心を持つ医療界の有志の組織化 
相手国の医療機関と連携した医療人材育成の推進 

• 官民ミッションの推進 
日本の医療の認知度向上 
中小・中堅の医療機関・企業の海外展開の支援 
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「健康・医療戦略の今後の取組み方針2015」 に関連する取組み 

 ◆ 医療国際展開事業の推進 

ベトナム 内視鏡医療センター 

中国 先進医療センター 

ブラジル 日本式大腸がん検診 

インドネシア 内視鏡医療センター 

モスクワ 日ロ先端医療センター 

カザフスタン  日本式診断センター 

クウェート 総合病院・教育施設 

ミャンマー 乳がん検診センター 

ロシア 循環器病画像診断トレーニングセンター インド 日本式簡易検査サービス拠点化 

インドネシア 日本式医療連携推進センター 

カンボジア 日本式健診・検査センター 

タイ・ロシア メコン外科・ロシア内視鏡外科
手術トレーニングセンター 

トルクメニスタン 診断センター 

フィリピン 国際先端消化器内視鏡センター 

フィリピン 日本のPACS拠点 

ブラジル 次世代がん検診センター 

ベトナム 人間ドックセンター 

ベトナム 日本型コンタクトレンズ診断･普及 

ミャンマー 日本式医療施設整備運営 

ミャンマー 日本式医療技術トレーニング拠点 

経済産業省平成25年度医療国際展開加速化促進事業 経済産業省平成27年度医療技術・サービス拠点化促進事業 

トルクメニスタン 人間ドック研修 

厚生労働省平成27年度医慮技術等国際展開推進事業 
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「健康・医療戦略の今後の取組み方針2015」 を実現する強化策 

 ◆ 医療国際展開協力フォーラムの発足 

医療の国際展開に関心を持つ医療界の有志を会員とする 『医療国際展開協力フォーラム』 を 

設置し、日本の医療界の協力と支援を受けて、アウトバウンドとインバウンドの加速・循環を促進 

医療国際展開協力フォーラム 

海外の政府、医療機関  医療界（学会・教育機関）  医療者・患者 

理事 

理事長 

患者・人材育成の受入れ 

幹事長 

医療機関（医療者） 
医療関連団体（学会，NPO） 

医療機器、医療ICT 
銀行、保険 

日本の医療界 日本の産業界 

海外進出・医療技術移転 海外進出・販路拡大 

産業系グループ 医療系グループ 

顧問 諮問委員 

ＭＥＪ 
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「健康・医療戦略の今後の取組み方針2015」 を実現する強化策 

 ◆ 認証組織となり渡航受診を促進 

海外の医療機関、患者 

認証医療渡航支援企業 

有識者会議 

認証 

発信 

アウトバウンド志向 
の医療機関 

医療国際展開タスクフォース・インバウンドWG 

集患等 

ガイドライン 

認証組織 

審査 
推奨基準 

受入医療機関リスト 

“日本国際病院（仮称）” 

医療国際展開協力 
フォーラム インバウンド志向 

の医療機関 

有志 

有志 
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① 医療滞在ビザ身元保証機関 
② 旅行業登録 
③ 受入実績（年間平均150名以上、うち治療目的120名以上） 

④ 受入医療機関からの推薦（複数の医療機関の推薦） 

⑤ プライバシーマークの取得 
⑥ 顧問医（渡航受診者からの相談に備えた顧問契約等） 

⑦ 渡航受診者への説明（トラブル防止の体制・書類整備） 

⑧ 事業計画の策定（受入数の見込、社内研修計画等） 

⑨ 受入支援業務の状況の把握（受入状況の定期報告） 

⑩ その他 
   ・訪日前から帰国後のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟまで責任を持って対応 

   ・サービスの質の向上 （医療通訳対応や社員研修等） 
   ・医療渡航支援全般の活性化・高度化への協力 

   ・認証組織が行う調査等への協力 

1. 医療渡航支援企業の認証の具体的基準  2. 受入医療機関のリスト化の要件 

3. スケジュール（イメージ） 

① 医療機関としての組織的な取り組み意思 
② インバウンド担当部署・担当者の設置 
③ 標準的な医療・先進医療・健診・検診を提供 

④ 受入実績（例：年間10名以上など） 

⑤ 受入環境（例：通訳の配置・手配、多言語書類の整備など） 

⑥ 認証医療渡航支援企業を通じた受入に協力 
⑦ 認証組織や医療国際展開TF・インバウンドWG 
   との情報交換、調査等への協力    

                            等 
 

 

 

  更に具体的基準は有識者委員会を設置し検討 

医療渡航支援企業の認証基準、受入医療機関リスト化の要件 
 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

医療渡航支援企業の認証

認証組織とし
ての表明

認証基準公表

有識者委員会
設置

審査・認証開
始

受入医療機関のリスト化

有識者委員会
設置

選定基準（一
次案）

選定基準策定
医療機関への
説明会

審査開始 リスト公表

平成27年度 平成28年度

随時審査・リスト化

随時審査・認証
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外国人患者の受入医療機関の現状 （日本病院会の調査結果） 
調査対象施設： 2,417施設，回収数： 669施設 
調査対象期間： 平成26年10月～平成27年3月 ● 在留外国人 受入病院数  

● 訪日外国人 受入病院数 
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